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はじめに

「臨床工学技士のための人工呼吸器ハンドブック」作成にあたって

1988 年 4 月より臨床工学技士法が施行され、2001 年に「医療スタッフのための人工呼吸療法に
おける安全対策マニュアル」の第 1 版が発表されました。その後、医療現場において呼吸管理の状
況や考え方も大きく変化しています。臨床では「根拠に基づいた医療」（Evidence Based 
Medicine：EBM）の考え方が広まっています。そして医療現場（医療機器）に対して最も求めら
れているのは「安全」です。しかしながら人工呼吸管理に関する事故は後を絶ちません。呼吸療法
で使用される器具、手技等を合わせますと事故件数は更に多くなるのが実情です。この事故をなく
すために、臨床工学技士の行う業務内容やその責任がチーム医療の一員として大きくなってきてお
り、その業務範囲は、人工呼吸器にとどまらず呼吸療法全般になってきていることも事実です。

今回改訂しました「臨床工学技士のための人工呼吸器ハンドブック」は、現行のマニュアルを充
実させるとともに、カイドラインの形式とし、推奨方法のより多くの情報を解りやすく、正確に提
供する目的で作成しました。内容は、安全の確保より始まり、インシデント・アクシデントの報告
事例、人工呼吸器の保守点検、規格、気管吸引操作、在宅人工呼吸療法などを含め構成しました。

気管吸引操作については今後、人工呼吸管理時に臨床工学技士の業務範囲に入るであろう業務と
して書かれています。このハンドブックが人工呼吸療法を安全に行うために役立てば幸いです。

� ㈳日本臨床工学技士会呼吸療法マニュアル改定委員会
� 委員長　深澤　伸慈

「臨床工学技士のための人工呼吸器ハンドブック」発刊にあたって

近年の医療機器の進歩は著しく、それに伴ってその治療効果も以前に比べて格段に優れている。
しかしその反面、操作は複雑化する傾向にあり、そのために操作者の人的過誤（ヒューマンエラー）
による患者へのマイナスの影響発生は後を絶たない。この問題はもともとの状態が極めて悪い、つ
まり自分自身では生命維持のおおもとである呼吸が十分できないような患者さんに必要な人工呼吸
という治療を行う機器である人工呼吸器において最も顕著であるといえる。従って、生命維持管理
装置の一つである人工呼吸器をいかに安全に、しかも効果的に使用するかは人工呼吸療法に関与す
る医療従事者に投げかけられた重要な課題の一つである。

本ハンドブックは人工呼吸器および人工呼吸療法に精通した臨床工学技士の仲間達が、同じ仲間
である臨床工学技士の皆さんに対して、人工呼吸器を安全に操作し、維持管理する手助けとなるこ
とを目的として作製したものである。臨床工学技士の皆さんに大いなる期待をかけている私として
も、本ハンドブックに精通することにより、医師および看護師等を含んだチーム医療を通して皆さ
んが人工呼吸療法のリーダーとなって欲しいし、リーダーとならねば人工呼吸療法のさらなるレベ
ルアップは期待できないと考えている。好むと好まざるとに係わらず、リーダーとならざるを得な
い状況に置かれている臨床工学技士の皆さんにとって、更には関連する医療従事者、そして患者さ
んにとって福音となることを願って、本ハンドブックの発刊を祝したい。

� 順天堂大学医学部麻酔科学・ペインクリニック講座
� 教授　釘宮　豊城


